
子どもの教育的ニーズに応じた

学習内容と環境が重要

校内支援体制の例

同じ場で共に学ぶことを追求するとともに、個別の教育的ニーズのある児童・生徒に対して、その時点で教育的ニーズに最も的確にこたえる指導を提供できる多様で柔軟な仕組みを整備することが重要。
国及び地方公共団体は、可能な限り障害者である児童及び生徒が障害者でない児童及び生徒と共に教育を受けられるよう配慮しつつ、教育の内容及び方法の改善及び充実を図る等必要な施策を講じなければならない。障害者基本法（H23.8改正）
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子どもの成長を願う

という共通の目標に向かうことが大切です。

「できるだけ みんなといっしょが いいんだけど ・・・」

「保護者の真意が分かりました。それならば、こういう取組ができるのでは・・・」「地域で暮らすことを考えると、友だちとのつながりも大切なことが分かった。」 「今この子にとって大切なことは何かが分かりました。」

「特別支援学級で、力をつけて欲しい。でも、周りに知られるのは困る。」

中央教育審議会初等中等教育分科会特別支援教育の在り方に関する特別委員会論点整理 平成２２年１２月２４日

「個別に指導してしっかり力をつけてやりたい。」
「みんなの中でみんなと共に成長することを大切にしたい。」




